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第１章

　

計画の策定にあたって

１ 計画策定の背景と趣旨

　　

近年，子どもを取り巻く環境は，少子高齢化・高度情報化・グ□－バル化の進展，地域社会

　

や家族のあり方の変容など，大きく変化してきています。特に，急速化する人□減少は，本市

　

の喫緊の課題であり，教育においても，従来の仕組みや考え方では対応が困難な面が生じ，

　

多くの課題が指摘されています。

　　

また，国においては，平成２８年の学校教育法の一部改正により，小中一貫教育が「義務

　

教育学校」，「リ＼中一貫型小学校・中学校」という新しい学校制度として位置づけられ，義務

　

教育９年間の系統性のある指導が制度として進められることとなりました。

　　

このような中，笠岡市教育委員会では，社会情勢を踏まえながら，教育行政を計画的・体

　

系的に推進するために，「学ぶ楽しさ

　

輝く個性

　

生き抜く力」を基本理念とした「笠岡市

　

教育大綱」に基づき，令和元年８月に「第２期笠岡市教育振興基本計画」を策定しました。

　　

この度「第２期笠岡市教育振興基本計画」の計画期間が終了することから，本年度策定

　　

される本市の上位計画である「笠岡市第了次総合計画後期計画」との整合性を図りながら，

　

社会環境の変化や新たな課題を鑑みるとともに，これまでの教育に対する成果や課題を

　

踏まえ，新たに「第３期笠岡市教育振興基本計画」を策定し，教育施策を推進するものです。
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２ 計画の位置付け

本計画は，教音基本法第甘栗第２項の規定に基づく本市における教育振興基本計画とし

て位置付けるもので，総合計画を上位計画とし，教育分野における個別の計画との整合を

図りながら，教育大綱の基本理念を実現するために必要な施策等を明らかにするもので

す。

ｉ十 ＝第了次電三善計画後期鷺喜寿教

　

育

　

基

　

本

　

法

教育分野

　　　　　　　

その他分野

　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　

　

教育振興基本計画（国）

第３期
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音 娠 則 暴 本 計 画（囲）

　

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教 育 関 係
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教育振興基本計画（県）

第３次Ｒ３～Ｒ６
冨窒零画（県）

第３期笠岡市教育振興基本計画

　　

の計
享

－ 笠岡市子ども条例

　

Ｉ
Ｌ

　

■

　

－ －

　

－ －

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－１

ー３ 計画期間

　

」

本計画の期間は，第７次笠岡市総合計画後期基本計画及び笠岡市教育大綱の期間と整

合を図るため，令和４年度（２０２２年度）から令和了年度（２０２５年度）までの４年間とします。

珊壕零細時壕嚇義
伊鳩噸騨零禦紬噸桑熱Ｍ

現蜘欝辱癖鋪擦織滋一際
壕轡錆離細緊縛

　　　　　　　

第７次笠岡市総合計画

　

後期基本計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

令和４年度～令和７年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　　 　 　 　 　

　　　　

　

　　　　　　　　

令和４年度～令和７年度

　　　　　　　　　　　　　

２



墓 本 的 き お２第什 章 画 の

第２章

　

計画の基本的な考え方

ｔ「 現状と課題

　

Ｊ

　

（「）学校教育

　　　

子どもたちに育てたい「生きる力」には，主体的に学びに向かい，必要な情報を選択し自ら知

　　

識を深めて個性や能力を伸ばすことができること，集団としての考えを発展させたり他者へ

　　

の思いやりを持って多様な人々と協働したりすることができること，試行錯誤しながら問題を

　　

発見・解決し，新たな問題の発見・解決につなげていくことができること等があります。そうし

　　

た資質・能力は地域社会と連携・協働しながら青む必要があり，そのために「社会に開かれた教

　　

育課程」を実現することが求められています。

　　　

教育及び子どもを取り巻く環境は，教育基盤としての家庭や地域社会の変化，人間関係の希

　　

薄化等の中で，いじめ・不登校の問題やコミュニケーション能力・学習意欲・規範意識の低下等，

　　

様々な課題が懸念されています。

　　　

居住地域等を含めた学習環境によつて，子どもたちの学力に差が生じることが懸念される

　　

中で，都市部等との学習の機会・内容等に遜色のない，市独自の学力向上に向けた取組が求め

　　

られます。

　　　

現在，子どもの発達を軸に就学前教育とのつながりも大切にした，小中一貫教育の推進と，

　　

望ましい学校（園）規模を確保するための学校規模適正化計画に取り組んでおり，保護者や地

　　

域の理解を得ながら進めていく必要があります。

（２）生涯学習

　　

技術の高度化・情報化により，市民のライフスタイルや価値観は変化し続けており，市民は新

　

しい知識や技術を習得するための多様な学習機会を求めています。

　　

様々な生涯学習については，学ぶことそのものが重要であるとともに，市民の更なる学習

　

意欲の向上に向けて，そうした学習の成果を活用する機会の提供や，活用方法の提案も重要

　

です。

　　

少子高齢化や核家族化の進展により，地域社会の人間関係が希薄化し，家庭や地域の教育

　

力が低下している中で，地域ぐるみで多様な教育支援を行う仕組みの検討が求められていま

　

す。

　　

笠岡市では市民団体，社会教育事業者等によって多様な生涯学習の機会が提供されており，

　

行政としても機会を提供することに加え，こうした活動への支援の拡充に努めることが重要

　

です。

（３）文化・芸術

　　

個々の文化財の価値や性質を踏まえた上で，周辺環境も含めた総合的な保護，活用を行う

　

ことが求められています。



基 的本 なょ 書２ 画 の第 章

　

竹喬美術館の利用者は市外の割合が高く，笠岡市民のリピーターが少ないため，市民のリピ

ーターを増やすための取組が求められます。

　

これまで文化祭，芸能祭等市民団体による事業が行われてきましたが，特に若者が文化・芸

術にふれあう機会が十分とはいえず，担い手が固定化している傾向がみられます。

　

市では下水道の整備や海岸清掃，啓発運動等を実施することにより，カブトガニが生息でき

る環境づくりに取り組んでおり，近年では，多くの成体や幼生，産卵を確認することができるよ

うになつています。一方で，アナジャ］やアサリを採取する入浜者がいるため，干潟に悪影響が

出ています。

（４）スポーツ

　　

本市のスポーツに関する取組は，スポーツ協会，スポーツ推進委員，スポーツ少年団，教育委

　

員会等を中心に展開しており，各種のスポーツ大会やスポーツ教室を開催しているほか，様々

　

な地域の団体によりスポーツ活動が行われています。

　　

少子高齢化社会の中，市民のニーズも多様化・高度化しており，各世代に応じた多様なスポ

　

ーツ・レクリエーションの活動機会を増やすとともに，指導者の育成や各種団体への支援等を

　

通して，市民一人ひとりが健康で，だれでもスポーツを楽しむことができる環境づくりが必要

　

です。中でも市民の健康寿命の延伸のため，ウォーキング等の促進や，障害者スポーツにも取

　

り組みたいと考えております。

　　

また，競技スポーツの強化に向けて，選手と指導者を総合的に支援する体制づくりが求めら

　

れています。

　　

笠岡総合スポーツ公園，笠岡運動公園，かさおか古代の丘スポーツ公園等のスポーツ施設を

　

はじめ，かさおか太陽の広場等の各種公園施設やかさおか古代の丘スポーツ公園内のキャン

　

プ場等レクリエーション施設も整備されています。しかしながら，多くの施設で老朽化が進み，

　

建て替えや大規模な修繕など，施設の長寿命化対策が必要な時期を迎えています。

４
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２ 基本理念

学ぶ楽しさ 輝く個性

　　

生き抜＜力

第７次笠岡市総合計画の基本戦略の一つである未来戦略では，笠岡市に暮らす誰もが笠岡市

を自らの故郷として愛することのできる誇りと郷土愛の醸成により，現在と未来をつなぐことの

できる輝＜人づくりを進めることとしています。

笠岡市教育委員会では，学校教育や社会教育などの生涯学習を通じて，一人ひとりが楽しく学

ぶことを実感し，学びによつて個性を輝かせ，変動する社会に対応するたくましく生き抜く力を育

てます。

［３基本方針

　

Ｊ

　

（１）「学び」「育ち」をつなぎ，自立して共に生きる子どもを育てる学校教育の推進 【学校教育】

　　　

新しい時代に必要となる資質・能力を備え，笠岡を愛し，共に生きていこうとする子どもたち

　　

の育成を目指します。また，ソフト・ハードの両面から子どもたちが安心して学習できる環境づく

　　

りを行います。

　

（２）市民一人ひとりの豊かな学びにより地域力を高める生涯学習の推進

　

｛生涯学習】

　　　

市民が多種多様な学習機会を得て個人の成長や自己実現を図ることのできる環境を整備

　　

します。

　　　

また，その学習成果を発信できる機会を提供するとともに，家庭・地域・学校・関係団体等にお

　　

ける人と人のつながりを深めることにより，活力ある地域社会の生成を目指します。

　

（３）幅広い世代が楽しめる文化・芸術の振興と担い手の育成 【文化・芸術】

　　　

市民が文化に親しみ，文化・芸術活動に参加できる環境づくりに取り組むとともに，担い手の

　　

育成を行います。

　　　

また，歴史や自然を大切に守り，次の世代へと継承するよう努めます。

　

（４）だれでも気軽に親しめる生涯スポーツの振興 【スポーツ】

　　　

子どもから高齢者まで，障がいの有無にかかわらず，だれもが運動やスポーツに関心をもち

　　

親しみ，楽しみながら生涯を通じて取り組むことができる環境をつくることを実現するため，

　　

様々なスポーツ施策を推進します。
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本
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基本施策

　　　

〕

　

基本理念

　　　　　　　　

基本方針

［自立した子どもの育成

　　　

Ｊ

郷土愛の育成

［小中一貫教育及び学校規模適正化の Ｊ
実施

［市民誰もぎ学びだし、とき｛こ学
ぶことが Ｊできる機会の提供

生涯学習によるまちづ＜り

Ｌ文化財の１懸 活用

　　　　

１

竹喬美術館の活性化と館蔵品の充実

生涯スポーツの推進

［競技スポーツの推進

　　　　　

Ｊ

　

スポーツ施設の整備・充実と活用

６

「学び」「育ち」をつなぎ，
自立して共に生きる

　

子どもを育てる

　

学校教育の推進

市民一人ひとりの豊かな

｛

　　　　　

学
ぶ
楽
し
さ

輝
く
個
性

生
き
抜
く
カ

　　　　　

ー

学びにより地域力を高める
生涯学習の推進

幅広い世代が楽しめる
文化・芸術の振興と

　

担い手の育成

だれでも気軽に親しめる
生涯スポーツの振興

家庭・地域・学校と一体となった地域ぐる
みの教育支援

社会教育に取り組む市民や団体との協
働と支援

芸術文化活動の振興・交流と担い手の
育成

カブトガニの保護とカブトガニ博物館の

　　　　　　　　　　　

運 営
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第３章

　

基本方針を実現するための施策

「

　

「学び」「育ち」をつなぎ，自立して共に生きる子どもを育てる学校教育の推進

　　

学習指導要領では，自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思いやる心や感動す

　　

る心などの豊かな感性や人間性の育成が重視されています。幼児期，小学校段階，中学

　

校段階それぞれの「学び」「育ち」をなめらかに接続することを大切にしながら，知・徳・体

　

のバランスのとれた力である「生きる力」を一貫教育の推進により育み，夢に向かって粘

　　

り強く学ぶ子どもの育成が求められています。

　　

将来を担う人材を育成するためには，学校教育は大きな役割を担っており，社会の変

　

化への対応，子どもたちの実態や保護者・地域のニーズに即した教育を校園長のリーダ

　　

ーシップの下，すべての教職員が一丸となって推進していくことが重要です。さらに，「生

　　

きる力」を育むためには，学校だけではな＜，家庭や地域など社会全体で子どもたちの教

　　

育に取り組むことが大切です。

　　

こうしたことから，子どもたちが自己の夢の実現に向け，一人の自立した人間として

　

努力し，他者と協働しながら自信をもつて生きてい＜ことができるよう，「自立して，共

　

に生きる子どもを育てる学校教育」を推進します。

◆基本施策１

　

自立した子どもの育成

　

（１）自ら学びに向かい，課題を解決する力を育成するための教育活動の充実

　

まずは，落ち着いた学習環境づくりを行うため，就学前教育から義務教育へのつなが

りを大切にしながら自己肯定感・自己有用感の醸成及び学習集団の人間関係づ＜りに努

めます。

　

子どもたちが夢や目標をもち，自ら課題を見つけてその解決に主体的に取り組む力を

養うことができるよう，主体的・対話的で深い学びの充実を図り，学習に主体的に取り組

む意欲や学んだことを人生や社会に生かそうとする態度の育成を図ります。

　

１人１台端末の授業での活用，家庭へ持ち帰っての個別学習への活用，身近な文房具と

しての日常的な利用等を通じて，個に応じたきめ細かな学習方法の工夫・改善を図りま

す。

【主な取組１

□落ち着いた学習環境づくりへの支援

□夢や目標を育む教育の推進

□－ＣＴ機器の制活用

　

児教育の充実

７
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（２）確かな学力を身につけるための教育内容・方法の充実

　

笠岡市では，学力・学習状況調査の平均正答率を岡山県下Ｎｏ．“こするという目標が

示されています。子どもたちの「生きて働＜知識・技能の習得」に寄与するために，１人１台

端末等を活用した授業改善や，個別最適化された学びを実現し家庭学習や補充学習の

充実に努めます。

また，放課後学習サポート，ホ１」デーチャレンジ，中学生検定チャレンジ事業の実施等を

通して，学習機会・学習環境の充実も図ります。あわせて各種顕彰事業も行い，学習意

欲の醸成を図ります。

様々な教育課題の解決のため，笠岡市教育研修所研修部会や学校（園）における研修

の充実を図り，実践的な研修を推進し，教職員の資質・能力の向上を図ります。また，校園

長会等を通じて，日常的な服務に関する研修を計画的・継続的に行い，服務規律の厳正

化，不祥事の未然防止に努めます。

【主な取組】

□デジタル教材の活用

□家庭学習・補充学習の充実

□学習機会の充実と顕彰事業の実施

□英語教育の推進

□教職員の指導力の向上

今基本施策２ 共生の心の育成

（「）豊かな人間性を育む教育の充実

　

子どもたちが基本的な生活習慣や規範意識を身に付け，豊かな人間性や社会性を育

む「心の教育」の充実を図ります。特に，体験活動の充実や家庭・地域連携を通して，道徳

教育の充実に向けた取組を推進します。

　

特別支援教育を充実させるために，笠岡市特別支援教育推進計画をもとに，個々の教

育的ニーズを把握し，適切な指導及び必要な支援を行います。同時に，学校（園）内の指

導体制や学校への支援体制を充実させ，特別支援教育に関する教職員の資質の向上を

図ります。保育所（園）・幼稚園・小学校・中学校及び関係諸機関との連携の中で，適切な

就学指導・進路指導を進め，障がいのある幼児児童生徒の教育の充実にも努めます。

　

また，いじめ，不登校，問題行動の未然防止，早期発見・早期解決に取り組み，子どもた

ちの好ましい人間関係づくりを推進します。

　

さらに，すべての子どもが互いの人権を尊重し，共に生きる社会を実現するため，人権

尊重の精神の通養を目的とする人権教育を推進します。様々な人権問題を自らの課題

としてとらえ，主体的に解決に取り組む態度を養うため，教育活動全体を通じて，計画的・
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継続的に人権教育に取り組みます。併せて，教職員が一丸となって子どもの人権を尊重

し，一人一人を大切にした教育の一層の推進を図り，いじめや体罰の根絶に努め，子ども

たちを真に大切にする教育活動を展開します。

学校（図）において，安全点検を徹底するとともに，笠岡市危機管理部と連携を図りな

がら火災や地震，津波等の緊急事態発生時には，全教職員及びすべての子どもたちが適

切に対応できるよう避難訓練を充実させるなど，安全で安ｉＤして生活できる実効性のあ

る危機管理体制づくりを推進します。

　

子どもたちが災害に対する正しい矢０議・技能を身につけ，「自助」「共助」も意識を持つ

ことができるような防災対応能力も育成します。

【主な取組】

□豊かな心を育む総合推進事業の推進

口道徳教育・体験活動の充実

□特別支援教育の充実

□人権教育の推進

口安全・防災教育の推進

口キャリア教育・ボランティア教育の推進

□専門家の活用及び学校・家庭・関係機関との連携の促進

（２）健康教育の充実と食育の推進

子どもの心身の健康を保持・増進していくために，「早寝・早起き・あいさつ・朝ごはん」

の生活習慣の定着を図るとともに，健康を大切にする意欲や態度を育て，生涯を通じて

自らの健康を適切に管理し，改善していく実践力の育成に努めます。

学校給食では，安全・安心を最優先に衛生管理の徹底に努め，栄養教諭と連携して食

に関する指導の充実を図り，望ましい食習慣の確立に取り組みます。

【主な取組】

□健康教育の推進

□栄養教諭と担任・養護教諭との連携による食育の計画的な推進

□給食内容の充実

口食物アレルギーへの対応の充実

□地産地消の積極的な推進
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（３）学校体育・スポーツ活動の充実

子どもたちに生涯にわたつて運動に親しむ資質や能力を育て，体力の向上を図るとと

もに，自他の生命の尊重を基本理念として健康で安全な生活を送ることができる能力・

態度・習慣を育てます。幼児期からの多様な運動の経験，「わかる」「できる」楽しさがある

授業の実践，体育的行事や運動部活動を通じた家庭・地域との連携等の充実を図り，運

動に親しむ資質や能力を育てます。

【主な取組１

□学校体育の充実

□体力・運動習慣づくりの推進

□小・中学校体育連盟主催の各種大会・記録会への支援

◆基本施策３ 郷土愛の育成

　

笠岡の自然，歴史，文化，人物等のよさを見つめる学習を通して，郷土愛を深めていき

ます。特に，ふるさとへの愛着と誇りを醸成するキャリア教育の充実に資するためにも，小

中一貫教育の取組の中でキャリア教育の視点を大切にした「地域学」を実践します。

　

また，地域ぐるみで子どもの教育を推進する開かれた学校づくりを推進します。

【主な取組】

□地域教材を活用した総合的な学習の時間等の実践

□学校運営協議会及び地域学校協働活動の推進

□いきいきオープンスクールの実施

□学校ＨＰを活用した情報発信

◆基本施策４

　

小中－貫教育及び学校規模適正化の実施

　

学校の教育環境に一定規模の集団を確保し，義務教育課程９年間を見通した小中－

貫教育カリキュラムを実施することによって，子供たちが学校生活の中で多様な個性と

出会い，自己形成に必要な集団活動を行いながら，必要な思考力・判断力・表現力を培う

ことが実現できます。子供たちの将来を第一に考えて，小中一貫教育の推進及び学校規

模適正化を実施します。

　

平成３０年１２月に笠岡市教育審議会より出された「小中一貫教育推進

　

答申書」を受

けて，令和２年３月に策定した「笠岡市小中一貫教育推進計画」を踏まえ，９年間の系統
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性・体系制に配慮した教育課程を編成し，小学校と中学校における教育を一貫して施す

ために６＼さわしい運営の仕組みを整えます。

　

各学校で，中学校ブ□ツクでの系統ｉ性を意識しながら，地域と連携した特色ある教育活

動を，長期的・発展的に実施できる環境を整えていきます。小学校における英語教育の充

実や高学年一部教科担任制の実施，小学校中学校教員の相互乗り入れ授業の実施等を

計画的に導入します。全教科において，つまずきやすい学習内容を長期的視点から，きめ

細やかに指導します。幼児期から小・中学生期までを見通し，継続した学びの充実も図り

ます。

また，児童生徒数の推移を見据えながら，子どもにとって望ましい教育環境を整え，より

一層教育効果を高めてい＜ために，平成２６年３月に策定し，令和２年３月に修正した学校

規模適正化計画を実施します。学校（園）においては，学校評議員会や学校運営協議会

等を通して，地域住民や保護者の意見や助言を学校運営に生かすと共に，地域学校協働

本部事業の活用を図るなど，地域ぐるみで子どもの教育を推進する体制づ＜りに取り組

みます。

【主な取組】

口笠岡市小中一貫教育推進計画の実施

□笠岡市立小・中学校の学校規模適正化計画の実施

◆基本施策５ 学校施設等の整備

　

児童生徒等の学習及び生活の場として，良好な環境を確保するとともに，安全性を備

えた施設環境を形成することができるように，施設整備に努めます。また，学習内容・学

習形態等の変化などに対応できる施設環境の充実を図ります。

　

令和２年３月に策定の「笠岡市小中一貫教育推進計画」に基づき，小中一貫教育を実

施するための施設整備に取り組みます。

｛主な取組】

□老朽化した学校施設の改修整備

□安全な施設環境の確保

□多様な学習形態に対応できる施設環境の整備

□高機能・多機能な学習環境づくりへの支援

口バリアフリー化の推進

□小中一貫教育校の施設整備
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市民一人ひとりの豊かな学びにより地域力を高める生涯学習の推進

　　　

市民が，いつでも，どこでも，自由に学ぶことができ，その成果が適切に活かされる生涯学習社

　　

会を構築するため，市民の生涯学習を推進するとともに，環境の整備推進を図ります。

　　

市民一人一人の豊かな学びにより地域力を高め，自立した地域社会の形成を目指します。

　　

行政・家庭・地域・関係機関等の連携を強化し，地域ぐるみで活動の拡大を目指します。

◆基本施策６

　

市民誰もが学びたいときに学ぶことのできる機会の提供

　

市民に多様な学習機会を提供するとともに，公民館や図書館等の社会教育施設の利用促進を

図るため，各施設の環境整備・サービスの充実を図ります。

【主な取組】

口生涯学習の企画と調整

□生涯学習機会の充実及び提供

□生涯学習情報の発信・提供

口社会教育施設の環境整備及び利用促進

◆基本施策７

　

生涯学習によるまちづくり

　

地域課題の解決や地域の特徴を活かした地域づくりの場としての公民館やまちづくり協議会の

取組の状況や活動の成果を広く知らせる等，市民や団体が活動成果を発信する機会をつ＜り，市

民の主体的な学習や活動意欲を引き出します。

【主な取組】

□生涯学習活動の支援・助言

□生涯学習活動の意欲向上

□学習う舌動成果の活用及び発表機会の提供

□生涯学習によるまちづくり
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今基本施策８

　

家庭・地域・学校と一体となった地域ぐるみの教育支援

　

家庭・地域・学校にお１プる人と人とのつながりの輪を広げる交流を盛んにするとともに，地域文

化を高め，地域に誇りを持つことのできるように地域全体で子どもの健やかな成長を見守りなが

ら，地域ぐるみの教育支援を行います。また，地域学校協働活動を推進することで，地域の子どもた

ちに学習支援や社会体験等を提供するネットワークを構築します。

【主な取組】

口地域学校協働活動の推進

□地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの一体地な推進

□家庭・地域の教育力向上

□学校教育の支援

□家庭教育の推進・支援

□青少年健全育成の推進

◆基本施策９

　

社会教育に取り組む市民や団体との協働と支援

　

市民団体等の育成・支援を図り生涯学習の輪を広げることによリラ舌力ある地域社会を形成しま

す。

【主な取組】

□社会教育関係団体や市民団体との協働・支援

□社会教育関係団体の育成・支援

□生涯学習活動の運営に対する支援・助言
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ｔ３ 幅広い世代が楽しめる文化．芸術の振興と担い手の育成

　

Ｊ

　　

豊かな歴史・伝統を持つ笠岡市にとつて大切な文化財を保護・活用します。

　

市民が文化に親しみ文化活動に参加できる環境をつくり，文化・芸術の担い手を育成し

ます。

　

国の天然記念物に指定されているカブトガニ繁殖地の保全に努め，繁殖地内でのカブト

ガニの増加を目指すとともに，「カブトガニのまち笠岡」の知名度を高めていきます。

◆基本施策１０ 文化財の保護・活用

　

文化財を総合的に保護・活用するための「笠岡市歴史文化基本構想」に基づき，保護と

活用の一体的な取組を進めていきます。

　

また，文化財と関わることで，地域への理解や愛着を深め，交流や連携を推進する契機

となるような取組を実施します。

【主な取組｝

□文化財の調査及び適切な保護・継承

□文化財の活用推進

□文化財保存・活用施設の運営及び将来計画の検討（笠岡市立郷土館等）

□日本遺産による特徴的な歴史文化の情報発信と活用

□文化財の保護づ舌用体制の整備と仕組みづくり

◆基本施策１「

　

竹喬美術館の活性化と館蔵品の充実

　

美術館設立の趣旨を基本に，市民のニーズを踏まえた魅力的で多様な企画展の開催や

環境づくりにより，市民が何度でも訪れたい場所へと変革していさます。

【主な取組】

□幼児・児童・生徒の来館促進

□市民が見る，知る，体験する場と機会の創出

□電子媒体の活用促進

□購入，寄贈，寄託等による収蔵作品の充実

□収蔵機能の拡充
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◆基本施策１２

　

芸術文化活動の振興・交流と担い手の育成

　

市民参加による幅広い自主的な創作活動を促進し，若者の視点も踏まえて，優れた文

化・芸術に６＼れあう機会を増やします。

【主な取組｝

□市民の文化芸術活動への参加促進と文化事業の充実

□市民の文芸創作活動の奨励

□市民団体の文化活動への支援と文化芸術の担い手育成

□文化向上の拠点整備

□文学者の顕彰

◆基本施策１３

　

カブトガニの保護とカブトガニ博物館の運営

　

カブトガニが繁殖力を取り戻すまで，カブトガニ保護の活動を継続していきます。

　

また，子どものうちから干潟等の環境保全の重要性とカブトガニ保護の意義を理解して

もらうための多様な取組を行うとともに，カブトガニと博物館を活かした笠岡市のＰＲを行

い，様々な機会を利用して全国に情報発信していきます。

【主な取組】

□幼生の飼育・放流

□繁殖地内での産卵・幼生・成体調査

口繁殖地の監視活動，干潟・砂浜の保護と普及啓発活動

□特別展及び特別陳列の開催

□博物館の情報発信の充実
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だれでも気軽に親しめる生涯スポーツの振興

　　　

子どもから高齢者まで，だれもが生涯を通して健康で活力に満ちた生活を送るため，だれで

　　

もスポーツが楽しめるまちを目指します。

　　

優れた選手を育成するため，競技団体，クラブチーム，部活動等との連携を深め，競技力強化

　　

を行います。

　　

施設の整備・改修を計画的に進めるとともに，スポーツ・レクリエーション活動に取り組める場

　　

を提供します。

◆基本施策１４ 生涯スポーツの推進

　

総合型地域スポーツクラブを有効に活用し，多世代・多種目・多志向という面から，幅広い世代

　

の市民が地域でスポーツに親しむことのできる体制の強化を図ります。

　

体力づくりや生きがいと健康づくりを重視し，年齢，性別，障がいの有無等に関わらず，日頃運

　

動不足になりがちな人たちも，だれもが気軽に楽しめるスポーツを広めます。また，介護予防や

　

健康増進，高齢者の生きがいづくりを含めた健康を目指す生涯スポーツを推進していきます。

　

さらには，障がい者の運動・スポーツに関し，関係部署と連携し障がいのある方が気軽にスポ

　

ーツを楽しめることができるような機会の提供や，瞳がい者スポーツの専門的知識を持つた指

　

導者の配置・育成などといったノーマライゼーションに向けた取り組みを行います。

【主な取組】

□子どもの体力と運動能力の向上

□少子化による部活動廃止対策

□健康・体力づくりの増進

□高齢者の生きがい対策

□スポーツ情報の発信

□ネットワーク機能の充実

□スポーツ推進委員活動

□クラブ活動種目の充実

□障がい者スポーツの推進

口障がい者スポーツの指導員育成

□クラブチームの活動支援・育成
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◆基本施策１５ 競技スポーツの推進

　　

市民の競技力の向上のため，指導者とアスリートの育成を図ります。また，トップアスリートの競

　

技を観て学べるよう，観戦機会の拡大に努めます。

【主な取組１

□選手への支援

□スポーツ指導者の育成

□大会・強化練習等の開催・誘致

□プレ・ゴールデンエイジ期のスポーツ教室

□ブ□スポーツ大会等の誘致

◆基本施策１６

　

スポーツ施設の整備・充実と活用

　

総合的かつ計画的な施設の整備を進め，夜間照明施設の整備等既存施設の有効利用を図りま

す。また，笠岡運動公園プールを屋内型に建替え，市内小・中学校の利用もできるよう整備しま

す。

【主な取組】

口計画的なスポーツ施設の整備

□既存の施設を有効利用した夜間照明施設等の整備（ＬＥＤ化）

口公園内施設の整備

□笠岡運動公園プールの建替え
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第４章

　

計画の実現に向けて

「

　

計画の推進

　　

本計画を推進するためには，教育関係者をはじめ家庭や地域などに対して本計画の

　　

周知を図り，教育に携わる全ての人々の理解と協力を得て取り組んでい＜必要があり

　　

ます。

　　

そのため，校園長会や研修会を通じて教職員に周知するとともに，広報紙やホーム

　　

ページなどを通じて，一般へも広＜周知を行い，教育に対する意識を高めることにより

　　

円滑な推進を図ります。

　　　

また，教育に関する施策は，市長部局においても行われていることから，関係部局と

　　

の連携を深め，より効果的な推進を図ります。

　　

さらに，この計画を着実に実行していくためには，各施策の進捗状況について定期

　　

的な点検と結果の検証が不可欠であることから，毎年度，教育委員会が実施する「教

　　

育行政に関する点検・評価」制度により外部の有識者の知見を活用し，進行管理を行う

　　

とともに，その結果を公表します。

　　　

今後，本計画の実現に向けて，毎年度「教育行政重点施策」を決定し，ＰＤＣＡサイクルに

　　

基づく見直しを行い，次年度の施策や事業に反映させることとします。

　

毎年度の重点施策

善を検討

笠岡市教育振興墓本計画

事業の実施
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指標

　

本計画の推進に当たり，計画の進捗状況の成果を具体的に図るため，次に示すとおり指標

　

を設定しました。コ□ナの影響を受けた令和２年度実績値をもとに，令和７年度の目標値を設

　

定している指標もあります。

　

なお，指標は本計画の上位計画である第７次笠岡市総合計画の評価指標を多く用いてい

　

ます。

自分にはよいところがある

　　

８「，０％

　　　　　　　　　　

全国学習状況調査の児

と思う児童の割合（／」＼６）

　　　　　　　　　　

８３．５％

　　

重質問紙より

　　　　　　

○

　　　　　　　　　　　

（ＲＩ 年）

自分にはよいところがある

　　

７８．３％

　　　　　　　　　　

全国学習状況調査の生

　

○と思う生徒の割合（中３）

　　

（Ｒ「年）

　　　　

８０．５％

　　

徒質問紙より

小学校全国学力調査 小学校全国学力状況調

国 語 の 全 国 正 答 率 と

　　　

２．２

　　　　　　

２．９

　　　　

査国語平均正答率のポイ

　

○

の差（小６）

　　　　　　

（Ｒ「年） ント差

小学校全国学力調査 小学校全国学力状況調

算 数 の 全 国 正 答 率 と

　　

‐「．６

　　　　　

「．５

　　　　

査算数平均正答率のポイ

　

○

の差（小６）

　　　　　　

（ＲＩ年）
ント差

中学校全国学力調査 中学校全国学力状況調

国 語 の 全 国 正 答 率 と

　　　

０．２

　　　　　　

「．３

　　　　

査国語平均正答率のポイ

　

○

の差（中３）

　　　　　　

（Ｒ「年）
ント差

中学校全国学力調査 中学校全国学力状況調

数 学 の 全 国 正 答 率 と

　　　

－０．８

　　　　　　

０．８

　　　　

査 数学平均正答率のポイ

　

○

の差（中３）

　　　　　　

（ＲＩ年） ント差

※１：０印がついているのは，第７次笠岡市総合計画（後期基本計画）の指標です。
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１０００人 当 た り 不 登 校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

児 童 生 徒 の問 題 行 動，不

児童数 （小学校）

　　　　

８．２人

　　　　　

５人

　　　

登校等生徒指導上の諸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

課 題 に関 する調 査

児童生徒の問題行動・不
「ｏｏｏ人当たり不登校

　　　

２４人

　　　　　

２ｏ人

　　　

登校等生徒指導上の諸
生徒数 （中学校）

課題に関する調査

西 備支援 学校・笠岡 学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西備支援学校．笠岡学園・
園．社会福祉施設等と

　　

５２．０％

　　　　

６４．０％

　　　

社会福祉施設等との交流

　

○
の 交 流 を 実 施 す る 学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を実施する学校の割合
」の割合

コミュニ プィ・スクール

　　　

５校

　　　　　

２０校

　　　

］ミュニ 丁ィ・スクールを

　

ｏ

の設置校数 設置している学校の数

児童の地域行事への

　　

７３．３％

　　　　

７２．０％

　　　

地域の行事に参加してい

　

○
参 加 率（小６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る 児 童 の割 合

生 徒 の 地 域 行 事 へ の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域の行事に参加してい

　　

○

参加率（中 ３）

　　　　　

６２．５％

　　　　

６２◆０％

　　　

る生徒の割合

笠岡市内小中学校全体
小中一貫教育の実施

　　　　　　　　　　　　　

６

　　　　　

での小中一貫教育への取

　　

○

（中 学 校 プ□ツク）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

絹

笠岡市内幼稚園及び小
トイレの洋式化

　　　　　

５「．０％

　　　　

５４．０％ 中学校の洋式化率

※１：０印がついているのは，第７次笠岡市総合計画（後期基本計画）の指標です。
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｛

壷諸富
出前講座

　

５，獅人／年 ７，加人／年 裏１霞
くり出前講座の受 ｏ

「生涯学習の推進」の満足

　　　　　　　　　

「２．５％

　　　

市民意識調査での満足

　

○
度（市民意識調査）

　　　　　

”．８％

　　

（２０２４年）

　

度

中央公民館及び地区公
市内施設における生涯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

屋舎営

　

サン弓イフ筈岡

　

市

　　　　　　　　　　　

４３９講 座坐

　　　

４２０講 座

　　

【”］′／ ′′ 十／ 一 門’甲

　　

○

学習講座数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

民会 館等 で行っている講

座

図書館への来館者数

　　

６２，９９３人／

　

７７，。００人／年
図書館への来館者数

　　　

ｏ

生涯学習フェスティパ

　

「７０人／年

　

「，４００人／年

　

生涯学習フェスティバル

　

ｏ
ル参 加 者 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の 参 加 者 数

まちづくり出前講座開 まちづくり出前講座の

　　　　　　　　　

「８５講 座

　　　

２４０講 座
催数 開催数

「８５講 座

　　　

２４０講 座

　　　　　　　　　　　　　　　

○

放課後子ども教室等

　　

「０団体

　　　　

８団イ本

　　　

放課後子ども教室等の実

　

ｏ
の実 施 団 体 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施 団 体 数

街頭補導活動中の声

　

６６２人／年

　　

６６０人／年

　　

街頭補導活動中の声かけ

　

ｏ
かけ件 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

件 数

子どもフェスティバル 子どもフェスティバルの参

　　

０
参加者数

　　　　　　　　　　　　　

「，７００ 人 ／ 年 加者数

藁覇
援活動への参

３２，３「２人／ ３２，ｏｏｏ人／年 書蚕
支援活動への参加 ０

※１：○印がついているのは，第７次笠岡市総合計画（後期基本計画）の指標です。
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博物館等総入館者数

　　　　

４７，４９５人／

　

９４，ｏｏｏ人／年

　

博物館，美術館，郷土館，

　

○
鉄道記念館入館者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

博 物 館，美 術 館，芸 術 文 化

文化イベント総参加者数

　　

５，３れ ／ 年

　

「０，９００ 人／年

　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

等 事 業 参 加 者 数

文化財を調査・保護・収集
文化財保護・調査件数

　　

５２件 ／ 年

　　

４０件 ／ 年

　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

した 件 数

文化財を公開・普及・活用
文化財普及・活用 件数

　　

４３件 ／ 年

　　

４０件 ／ 年

　　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

した 件 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

郷 土 館 の年 間 入 館 者 数

郷土館入館者数

　　　　

３３８人 ／ 年

　　

５００人 ／ 年

　　　　　　　　　　　　　　

○

井 笠 鉄 道 記 念 館 入 館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

井 笠 鉄 道 記 念 館 の 年 間

者数

　　　　　　　　　

２，８６７人／

　

３，０００ 人／年

　

入館者数
２，８６７ 人 ／

　

３，０００ 人 ／ 年

　

入館者数

　　　　　　　　　

○

竹喬美術館入館者数

　

１１７６７人／

　　

２０，０００人／年

　

展覧会等の年間利用者数

　　

○

寄贈・購入による収蔵作

竹喬美術館館蔵品数

　　

３，９２３点

　　　

４，０００点

　　

品集数

　　　　　　　　　　

○

市美展等の文化事業参

文化事業参加者数

　　　

４，６０７人／

　

９，０００人／年

　

加音数の合計

　　　　　　　

○

文学選奨各部門への応

笠岡市木山捷平文学

　

３，３８５人／

　　

３ ｏｏ人／年

　

募者数の合計

　　　　　　　

○
選奨への応募者数

※１：０印がついているのは，第７次笠岡市総合計画（後期基本計画）の指標です。

２２



第

　　　

４

　　　

章

　　　　　　　

計

　　　

画

　　　

の 実

　　　

現

　　　

に

　　　

向

　　　

け

　　　

て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　

”

　　

、

　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　

、

　　　　　

′

　

｛

　　　　　

，

　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”｛

　　　　

｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～

　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　

｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　　　　　

｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛

　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛

カブトガニ保護活動参 カブトガニ保護活動への

　　　　　　　　　

６「 人 ／ 年

　

「，０００ 人 ／ 年

　　　　　　　　　　　　　　

○

加者数 参加者数の合計

カブトガニ博物 館入館

　　　　　　　　　　　　　　　　　

博物館の年間入館者数

　　　　　　　　　

３２，５２３人／

　

７０，５００人／年

　　　　　　　　　　　　　　

○

者数

各種スポーツ大会・教室の スポーツ大会・教室の年

参 加 者 数（市 民スポーツ大

　　

１，「４「人

　　　

１，９００人

　　　　　　　　　　　　　　　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

間 参 加 者 人 数

会・教室）

市民アンケートで，１５歳以

「５歳以上の「週１回以

　　

３４．９％

　　　

（２０２４）

　　

上の人で「週「回以上スポ

　

○
上スポーツ実施率」

　　　　　　　　　　　

４２．０％

　　　

－ツをしている」と回答し

た人の数

地 域 のスポーツクラブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域のスポーツクラブ等

等会員数（総合スポー

　　

１，６１０人

　　　

２，２００人

　　

に会員になつている人の

　　

○

ツクラ ブ，ジ ム）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

数

全国・世界大会延べ出

　　　

３８人

　　　　　

９５人

　　　

スポーツ競技の全国大会

　

○
場 者 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

等 に出 場 した選 手 の 数

運動公園，総合スポーツ

市内スポーツ施設の利

　

２「４，「１６人

　　

２９０，０００人

　　

公園，茂平運動公園，古代

　

○
用 人 数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の 丘 ス ポ ーツ 公 園 の 利 用

者の数

※１：○印がついているのは，第７次笠岡市総合計画（後期基本計画）の指標です。
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